
補助事業評価シート 番号 3 Ⅰ章 施策　　　地域保健医療体制の整備

補助事業名 看護高等専修学校事業助成 健康部健康推進課
事業開始
年度

所管部課 ５ 年度

根拠法令（要綱）等 新宿区医師会立看護高等専修学校運営補助金交付要綱

１９年度決算額 2,700,000 円 補助対象団
体（者）

社団法人　　新宿区医師会

補助率 10／10 （限度額あり）

補助することで達成しよう
としている区の目的

区民の健康を守るための身近な医療を充実させます。

団体（者）に対する
直接の助成目的

新宿区医師会立看護高等専修学校（以下「看護学校」という。）の教育内容の充実及び看護職員の資質の
向上を図ります。

補
助
金
の
申
請

補助金の交付申請にあたって提出する書類・添付書類

補
助
金
の
清
算
／
実
績
報
告

清算/実績報告にあたって提出する書類・添付書類
・看護学校事業概要
・養成所運営収支予算書
・養成所運営費所要額調書

・看護学校事業実績報告
・補助金清算書（養成所運営費実績調書）
・学校会計収支計算書
・定着率向上策

審査の体制・考え方（区職員による審査又は公募委員を入れての審査、補助金の目的と
する具体的な取組内容を記載した事業計画書を提出しているか・どのように審査しているか等）

審査の体制・考え方（清算/実績報告時の審査体制、助成の目的・決定内容に照
らして、自己評価・活動成果の公表状況を踏まえ、予定していた目的・成果が達成できた
か・どのように審査しているか等）

・区職員による審査
・事業概要、収支予算書をもとに審査しています。 ・区職員による審査

・事業実績報告書（専任教員の雇用実績）
・定着率向上策等を審査しています

今
後
の
課
題

准看護師養成は、現在の医療事情からみて必要性が高いものとは言えません。卒業生の区内医療機関への定着率も低い状況で
す。

補
助
金
の
評
価

総合評価（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）とその理由

 この補助金の総合評価はＤです。
理由は、准看護師養成の必要性が現在では高くないこと、また、卒業生の区内定着率が上がっていないことです。

①区と補助対象者との役割分担

 この補助金において、区は看護学校が行う看護職員の養成に要する経費の一部を負担し、看護学校は新宿区内で働く看護職員
の養成に努めています。

②目標の設定
　目標設定は、看護職員を養成するということでは妥当ですが、時代の変化とともに卒業生の区内医療機関への就職率や在学中
の区内診療所での就労率が低くなっており、見直しが必要です。

③代替手段・効率性

 区民の健康を守るため、身近な医療に従事する看護職員の育成を目指しています。在学中は約40％の学生が区内診療所に就
業していますが、卒業後の区内就職率は低く（平成19年は32名中1名　3.1％）、現在では直接区民の健康を守る対策とはなってい
ません。

④目標の達成状況

 卒業生の区内定着率向上を看護学校に要請していますが、目覚しい効果はあがっていません。

今
後
の
改
革
方
針

卒業生の区内医療機関への定着率を見ながら、補助金の廃止も含めた抜本的見直しに向け、医師会との協議を続けていきます。
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